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　 演習 必須科目

該当
(1)授業の達成目標/Course objectives

ディプロマポリシー・授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ （授業の達成目標）
2026HM保健学分野ｶﾘ, 2025HM保健学分野ｶﾘ, 2024HM保健学分野ｶﾘ, 2023HM保健学分野ｶﾘ

【専攻】医学・保健学研究において基礎・応用・臨床の枠を越 自律的に学位論文を作成することができ、また、それについて
え、課題の本質を見抜き解決方法を見出す洞察力 効果的に発表できる。

⇔

(2)詳細
/Detailed 
information

女性・子ども・家族の健康をめぐる生命倫理問題についての見識を深める。

・国内外の研究の動向を理解するとともに，情報収集能力・分析能力を身につける。
・独創的な観点から研究課題を設定する。
・その課題に従って研究を展開するための各種条件を整えながら，十分な倫理的配慮を有する研究計画
書を作成する。
・研究計画書に従ってデータを収集および分析し，学術的価値のある論文を作成し，グローバルな情報
発信能力を身につける。
・これら一連の過程を自律して遂行できる。

以上を一般学習目標とし，以下を行動目標とする。

１.研究課題および研究目的を設定できる。
２.研究課題におけるこれまでの国内外の研究の動向について理解できる。
３.研究課題の意義について述べることができる。
４.研究課題を達成するための研究デザインを適切に選択すると共に，研究方法の信憑性や妥当性につい
て十分に検討できる。また研究を進めるために必要な倫理的配慮ができる。
５.研究計画書に基づきデータを収集する。
６.得られたデータを適切に分析できる。また不足しているデータについても気づくことができる。
７.結果に基づき科学的論文として仕上げることができる。
８.研究の限界について述べることができる。
９.行った研究をわかりやすくかつ論理的に発表することができる。また質疑応答に際して適切に回答で
きる。
１０．学術的価値のある論文を作成し，グローバルに情報を発信できる。

１～１０の過程について，主体的に取り組むことができる。

(3)授業の概要
/Overview of 
course

本授業では，女性・子ども・家族の健康問題をめぐる生命倫理問題という大枠の中から，受講学生が自
らの問題意識に基づいて研究課題を設定し，フィールドワークや文献研究などを含む学術的かつ学際的
な研究方法論をふまえて，自律的に研究を遂行できる能力を養うことができるように指導する。

本授業は，男女共同参画に関する内容を含んでいる。

本授業は，担当教員の医療機関および研究機関における倫理委員会等の委員としての実務経験を活かし
て行う。

(4)授業計画
/Course plan

日時は受講学生と相談の上決定する。研究の進捗状況により所要時間は異なるが，次の１～６の過程ご
とに複数回の指導を行うことに加え，相当程度の事前事後の自主研究時間を要する。

１．国内外の研究の動向を理解するとともに，独創的な観点から研究課題を設定する。
２．研究計画書を立案・作成し，指導教員および関係者の前でプレゼンテーションする。
３．研究に関する倫理について必要な内容を含めて明確に把握するとともに，信州大学医学部医倫理委
員会での研究倫理審査を受ける。
４．研究計画書に従ってデータを収集する。
５．収集したデータを分析してプレゼンテーションする。
６．収集したデータから導かれた結果に基づいて博士論文を完成させ、学位論文発表会でプレゼンテー
ションする。

(5)成績評価の方
法・基準
/Grading/evaluati
on 
method/evaluation
 criteria

研究計画書と学位論文，それぞれの作成過程およびプレゼンテーションと成果物を評価する。配点は次
の通りで100点満点で評価する。
研究計画書；作成過程およびプレゼンテーション10点、成果物10点。
学位論文；作成過程およびプレゼンテーション30点、成果物50点。
90-100点(秀)，80-89点(優)，70-79点(良)，60-69点(可)，60点未満(不可)

論文については，次のように評価する。
(i) 問題の設定が適切であり，
(ii) その問題の背景を説明できており，
(iii) その問題にどのような課題があるのかを指摘できており，
(iv) それらの課題に対して適切な方法を用いてデータ収集し，適切に分析しており，
(v) その上で論文にまとめて投稿し，アクセプトされており，
かつ，英文レベルにあれば「卓越している（秀）」，(i) から (v)の５項目を満たしていれば「かなり



(5)成績評価の方
法・基準
/Grading/evaluati
on 
method/evaluation
 criteria

上にある（優）」，４項目までできていれば「やや上にある（良）」，３項目までできていれば「水準
にある（可）」とする。

(6)履修上の注意
・事前事後学習
の内容・テキス
ト・教材・参考
書/Notes/Prep 
and review 
work/Textbook(s)/
Reference work(s)

独立した母子保健学研究者としての自覚を持ち，自律的に論文作成を進めること。
テキスト・教材・参考書については授業展開中に適宜紹介する。
事前事後学習として，研究テーマのみならず，社会的な問題にも関心を持って最新の情報を収集するよ
うつとめること。

(7)質問,相談への
対応/Questions 
and requests 
for advice

オフィスアワーは原則として水曜日12：10～13：00（長期休暇中を除く）です。
質問等は，メール　mtamai@shinshu-u.ac.jp　にて随時受け付けます。
必要時の面談等の申し込みも上記で随時受け付けます。
メールは学籍番号と氏名を明記の上で送信してください。 
３日以内に返信がない場合は再送信をお願いします。
玉井研究室は、保健学科南校舎１階にあります。

(8)授業の形式
/Course format

研究に関する意見交換を行いながら論文を完成させる。
適宜，プレゼンテーションを行いながら進捗状況を確認する。


